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今 月 の 表 紙

アジサイ
（あじさい公園・鳥取市美萩野３丁目）

梅雨の季節になりました。梅雨前線が四国付近で停滞して

活発化すると大雨で災害が発生する反面、夏期の渇水に対

しては恵みの雨でもあります。

表紙写真は、鳥取市美萩野３丁目の「あじさい公園」で昨

年撮影したものです。梅雨のこの時期、ピンクやブルー、

紫の色したアジサイが園内いっぱいに咲き誇っています。

〒680-0923 鳥取市服部15-3　☎0857-38-4400 ☎0857-38-4411(旧セレモニーサービス鳥取)
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動 向

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会

長
・
児
嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所
会

頭
）
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
団
体
や

金
融
機
関
、
行
政
な
ど
の
13
機
関
は

５
月
18
日
（
木
）、
鳥
取
市
尚
徳
町

の
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
円
滑
な
価

格
適
正
化
と
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け

た
共
同
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
長
期
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材

料
費
の
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
取
引
価
格
へ
の
反

映
が
難
し
い
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
所
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
経
営
環
境
の

中
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
共
存
共
栄
、

付
加
価
値
の
向
上
を
図

る
た
め
、
適
正
な
取
引

促
進
と
適
切
な
価
格
転

嫁
を
通
じ
て
、
企
業
経

営
の
健
全
化
と
賃
金
の

引
き
上
げ
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
産
労
金
官
が
一

堂
に
会
し
「
円
滑
な
価
格
適
正
化
の

実
現
に
向
け
た
共
同
宣
言
」
を
発
出
。

価
格
適
正
化
に
向
け
た
機
運
の
醸
成

を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
共
同
宣
言
の
内
容
は
、
①
価
格
適

正
化
の
状
況
に
関
す
る
情
報
収
集
と

発
信
（
県
内
企
業
へ
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
を
通
じ
た
情
報
収
集
、
情
報

収
集
結
果
の
共
有
と
発
信
）
②
価
格

適
正
化
や
賃
上
げ
に
関
す
る
支
援
情

報
な
ど
の
周
知
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
県
内
企

業
へ
の
周
知
）
③
価
格
適
正
化
・
賃

上
げ
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
促
進

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
及

び
ホ
ワ
イ
ト
物
流
推
進
運
動
の
県
内

外
企
業
へ
の
周
知
に
よ
る
認
知
度
向

上
、
取
り
組
み
を
進
め
る
企
業
に
対

す
る
支
援
策
の
検
討
）
④
そ
の
他
に
、

こ
の
共
同
宣
言
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
―
の
４
点
で
、

共
同
宣
言
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
関
係
機
関
で
相
互
に
連
携
し
、
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
羽
田
空
港
の
発
着
枠
を
期
間
限
定

で
割
り
当
て
る
国
の
「
政
策
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
中
間
評
価
結
果
が
発
表
さ

れ
、
２
０
１
４
年
春
か
ら
続
い
て
い

た
東
京
便
の
１
日
５
便
化
が
25
年
３

月
29
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
鳥
取
空
港
の

利
用
を
促
進
す
る
懇
話
会
（
会
長
・

児
嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）

は
４
月
28
日
（
金
）、
関
係
者
ら
が

鳥
取
空
港
の
ロ
ビ
ー
近
く
に
継
続
決

定
の
横
断
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
懇
話
会
事
務
局
で
は
、
更
な
る
５

便
化
の
継
続
維
持
に
向
け
て
全
日
空

と
連
携
し
た
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

低
需
要
便
・
低
需
要
期
の
対
策
な
ど
、

引
き
続
き
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

 

経
済
団
体
や
金
融
機
関
な
ど

　
　

価
格
適
正
化
の
実
現
に
向
け
共
同
宣
言

　
　
　
　
　
　 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
推
進

共同宣言を行った児嶋会長（一段目左から２番目）

 

２
０
２
５
年
３
月
ま
で
継
続

　　
　
　
　
　
　 

　
鳥
取
空
港
の
ロ
ビ
ー
に
横
断
幕
設
置

鳥
取
―
東
京
便
５
便
化
継
続
決
定
！

横断幕を手にする関係者ら
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動 向

～研究紹介　Ⅰ～
氏　　　名　堀　 磨伊也（ほり　まいや）
� 准教授
所　　　属　公立鳥取環境大学
　　　　　　人間形成教育センター
取 得 学 位　博士（工学）
　　　　　　（奈良先端科学技術大学院大学）

研究テーマ　情報通信技術の活用による地域のエネルギー
　　　　　　マネジメント

主な研究内容
　再生可能エネルギー（再エネ）の導入加速は持続可能な
社会構築に必要不可欠である。しかしながら電力の安定供
給を実現するためには、需要と供給のバランスを常に一致
させる必要があり、天候等の外部要因により敏感に変化す
る再エネを大量導入することには、未だに問題が多く残っ
ている。実際に太陽光発電においては連系量が急速に増え
たため、一時的に発電を抑制せざるを得ない問題が生じて
いる。このような問題を解決する方法として、地域にある
小規模の分散型エネルギーを束ね、統合制御する分散型エ
ネルギーシステムが注目されている。ここで言う分散型エ
ネルギーには、地域に存在する太陽光発電設備、風力発電
設備といった再エネ源や蓄電池といったものが挙げられ
る。これらを統合制御することで、再エネを最大活用する
とともに地域内の電気料金の削減を実現することが可能と

なる。さらに、小売電気事業者向けの供給力や一般送配電
事業者向けの調整力としても活用が可能となる。
　しかしながら、地域内の電力需要量や再エネ発電量など
は不確実性を持つため、分散型エネルギーの統合制御は容
易ではない。本研究では、これらの不確実性に対応するた
め、多種多様なデータを用いた電力需要の予測および強化
学習による蓄電池制御の最適化を行っている。これらの研
究では、電力需要の予測精度の向上を実現するだけでなく、
いつどのくらいの電力量を蓄電池から充放電すべきかを推
定し、結果的に地域内の再エネを有効活用し電気料金の削
減を実現する。
　また、一方で電気自動車（ＥＶ）、燃料電池自動車（ＦＣＶ）
をはじめとした次世代自動車の普及が期待されている。
CO2排出量削減への貢献だけでなく、エネルギーインフラ
としての応用も見込まれる。そのため今後の展望として、
駐車している次世代自動車も分散型エネルギー源として有
効活用できるエネルギーマネジメントシステムを構築する
ことで、カーボンニュートラル社会の実現に貢献したいと
考えている。

応用分野
　カーボンニュートラル社会の実現に向けたエネルギーシ
　ステムの開発
　ＥＶのエネルギーマネジメントへの活用

環大から、皆様へ！ Vol.10

Vol.80

　地域価値創造研究教育機構が支援して令和４年度に実施
された地域連携したプロジェクトの報告会を７月５日（水）
～７月７日（金）13：30～17：30（終了時刻は日によって
異なります）にオンライン（ZOOM）で開催します。
　報告会では以下の82件全ての実施プロジェクトについて
成果を報告します。

　連携活動の参考に、是非ご参加お待ちしております。
　参加申し込みは、右のフォームよりお願いい
たします。
※詳細なプログラムは、追って当機構のホーム
　ページに掲載予定です。

　本学では、「知と実践の融合」を基本理念として、長年

にわたり地域と連携した教育研究活動を推進し、｢人間力｣

豊かで地方の創生に貢献する人材の育成に取り組んでいま

す。そうした人材を育成する上では、学生が主体的・自主

的に取り組む課外活動も非常に有益なものであり、本学の

学生の課外における主体的な地域貢献への取組みを公募す

る「学生Small  CoRE  Project」を毎年度、継続し開催し

ています。

　地域貢献にチャレンジする学生の取組みが、地域創生に

つながる小さな核となることを願って、令和４年度は学生

17団体を支援し、最終審査報告会において、「結梨　梨カ

レープロジェクト」および「御来屋駅を中心とした地域活

性化プロジェクト」に優秀活動賞を授与しました。令和５

年度は４月に募集をかけ、14団体の採択が決定されました。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室

� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

■令和４年度
　地域と連携したプロジェクト報告会のご案内

■鳥取大学「学生Small CoRE Project」の
　本年度の取り組み
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鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
（
澤
耕
司
部
会
長
）
は
「
若
手
経

営
塾
」
の
初
回
と
し
て
オ
ー
プ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
５
月
12
日
（
金
）
、
鳥
取

市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所

ビ
ル
で
開
催
し
、
交
通
事
業
者
や
自

治
体
の
関
係
者
ら
63
人
が
地
域
公
共

交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
「
地
域
公
共
交
通
再

起
動
の
た
め
に
～
コ
ロ
ナ
後
の
ウ
エ

ル
カ
ム
な
地
域
づ
く
り
で
お
で
か
け

を
楽
し
く
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の
加

藤
博
和
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
地
域
公
共
交
通
は
、
採
算

性
の
事
業
者
路
線
と
地
域
住
民
の
移

動
手
段
と
し
て
自
治
体
が
運
行
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
な
ど
の
自
治

体
路
線
が
主
体
。
公
共
交
通
は
地
域

や
利
用
者
に
と
っ
て
身
近
で
あ
る
も

の
の
、
人
口
減
少
や
利
便
性
な
ど
の

問
題
か
ら
利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
加
藤

教
授
は
「
人
も
イ
ン
フ
ラ
も
超
高
齢

化
し
て
い
く
。
乗
り
合
い
の
で
き
る

移
動
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
後
の
日
本
を

支
え
る
た
め
に
重
要
な
も
の
」
と
語

り
、
基
本
イ
ン
フ
ラ
の
公
共
交
通
を

守
る
た
め
に
は
公
的
補
助
の
投
入
が

不
可
欠
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
地
域
に
お
い
て
は
「
多
く
の
人
が

利
用
す
る
仕
組
み
や
地
域
の
実
情
に

即
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
自
治
体
や

事
業
者
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
話
し

合
い
、
公
共
交
通
で
楽
し
い
『
お
で

か
け
』
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

若
手
経
営
塾
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　

地
域
公
共
交
通
再
起
動
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　 

　
地
域
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を

講演する加藤教授

　　　我が社は飲食店を営んでいます。お客様に１回無料となるドリンクチ　
　　　ケットを発行したり、我が社で製作したティーカップとお茶をセットで
販売することを企画していますが、景品表示法による景品規制の対象となる景
品類に該当するでしょうか。
　　　今回は、いわゆる景品類に該当するかどうかについて説明します。景品
　　　類には、正常な商慣習に照らして値引きやアフターサービスと評価され
る経済上の利益は含まれませんので、景品表示法による景品規制の対象となり

ません。なお、景品規制の対象とされた場合には、提供できる限度額が制限されます。
　例えば、レシート合計金額が一定の金額を超えた場合にキャッシュバックする等の場合には値引きと
評価できますし、一定数の商品を購入した場合に同一の商品を無料で提供する場合も値引きと評価でき
ます。したがって、１回無料となるドリンクチケットも値引きと評価できますので、景品類に該当しま
せん。
　また、セットで販売する場合には、２つ以上の商品またはサービスを組み合わせてこれらが一体のも
のであることが明確にされていれば、例えばカレーとコーヒーをセットで販売し値段を設定するのであ
れば、いずれの商品またはサービスが本来の取引対象であるのか、または本来の取引に付随して提供さ
れるのかが一般消費者に意識されないことから、取引付随性はないものと判断され景品類には該当しな
いといえます。したがって、ティーカップとお茶をセットで○円という形で販売すれば、景品類には該
当しません。
　他方で、ティーカップを買えばお茶をプレゼントという
形で販売することは、ティーカップが本来の取引対象と評
価されてしまう結果、景品類に該当してしまう危険性があ
ります。

 景　品　類
Q

事業主と労働者のための

法律相談

Q Ａ＆
147

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857
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誤解していませんか？

『年収の壁』を正しく知ろう
　パートタイム労働者の就労調整によって人員が確保できないケースが多発しています。その背景にあ
るのが「年収の壁」の存在です。「年収の壁」とは、それ以上働くと税や社会保険料が発生する年収の
ラインを指し、「税金の壁」と「社会保険の壁」に分かれます。今回は内容を分かりやすくするため、パー
トタイマーとして働く妻と、その妻を扶養している会社勤めの夫のケースで見ていきます。

▲

「年収の壁」とは？
　まず、「税金の壁」について説明します。税の

用語では、「収入」とは税金や社会保険料を差し

引く前の総収入、「所得」とは収入から諸経費や

所得控除を引いた残りを指します。

①100万円の壁

　妻の年収が100万円以下であれば妻の住民税（所

得割と均等割）はかかりません。

②103万円の壁

　妻の年収が103万円以下であれば、妻の所得税

はかかりません。また、妻を扶養している夫も

合計所得金額900万円以下であれば配偶者控除

が受けられ、夫の所得税が減ります※。

③150万円の壁

　妻の年収が150万円以下であれば、配偶者特別

控除を満額受けられます。妻の年収が150万円

を超えると、夫が受けられる控除額は段階的に

減ります※。

④201万円の壁

　妻の年収が201万円を超えると、夫は配偶者特

別控除を受けられません。

※：夫の合計所得金額が1000万円を超える場合や、

妻を青色申告者または白色申告者の事業専従

者としている場合などは配偶者（特別）控除

が受けられません。

　次に、「社会保険の壁」についてです。

①106万円の壁

　一定の要件に該当した場合、妻は夫の扶養から

外れ、社会保険に加入する必要があります。

②130万円の壁

　妻の見込み収入が130万円以上となる場合、「106

万円の壁」に該当しなくても、妻自ら社会保険

に加入する必要があります。

▲

誤解の解消に向けて
　就労調整は主に「103／130万円の壁」でされる

ことが多いです。しかし、「税金の壁」の影響は

小さく、例えば年収104万円の場合、所得税のイ

ンパクトは超過分１万円×所得税率５％で、500

円です。収入以上の税金は発生しません。

　一方で「社会保険の壁」の影響は大きいですが、

将来の年金受給額も増えるので、一概に「損」と

は言えません。

　ただ、配偶者に家族手当を支給している企業の

うち、約８割は配偶者の年収103／130万円を基準

に制限をしています（出典：人事院『令和４年職

種別民間給与実態調査』）。「年収の壁」対策には、

企業での家族手当の見直しも含めた総合的な議論

が必要と言えます。

　（※次ページの図表を参照）
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動 向

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブ
リを解消し、一本化して加入可能

●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業
遂行等）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のため
の資金を確保

●全国商工会議所のスケールメリットによる割安な保険料水準
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

＜図表＞

■執筆者紹介
七田総合研究所　代表・中小企業診断士・特定社会保険労務士　七田　亘 氏（しちだ・わたる）

経営改善や人事戦略・人事制度構築などのコンサルティング業務に従事。商工会議所をはじめとしたセミナー

や企業研修の講師としても活躍。日本商工会議所の第31期規制・制度改革専門委員会学識委員等を歴任。
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＜お問い合わせ＞
鳥取市 経済観光部
企業立地・支援課 企業支援係
TEL：0857-20-3223
FAX：0857-20-3947

補助要件等の詳細について
は鳥取市 をご覧ください

鳥取市新事業展開支援補助金
アフターコロナにおける新たな需要獲得や販路開拓を行う取組を応援します

鳥取市新事業展開補助

対象事業者 対象事業
①中小企業者であること（株式会社、有
限会社、合名会社、合同会社、企業組合、
協同組合、個人事業主等）
②市内に主たる事業所を有していること
③次のいずれかに該当すること
・直近1年のうち任意の3か月の売上高合計
が平成31年1月以降の同3か月の売上高合計
と比較し10%以上減少していること
・直近１年のうち、任意の３か月の売上総利
益（粗利）の合計が、前年同期比で10％以
上減少していること
④市税等の滞納がないこと
⑤事業の実施により関係法令に抵触しな
いこと

○コロナ禍以降の新たな需要を獲得するため
に行ういずれかに該当する事業であること
・新規事業分野への進出
▹日本標準産業分類で小分類以上の別区分への進出

・販路獲得のための新規手法の導入
▹ｵﾝﾗｲﾝ商談、EC販売等のｺﾛﾅ禍以降の社会変化に適
応した販路獲得手段の導入

・新商品・サービスの開発
▹ｺﾛﾅ禍以降に需要が高まっている新商品等の開発

○認定経営革新等支援機関(商工団体、金融機関、
税理士等)と策定した事業計画であること

補助対象経費
マーケティング戦略費、技術指導費、外注費、受講・講師料、広告宣伝費、設備導入費等

補助率（補助限度額）・交付申請期限

2/3（150万円）※事業費20万円以上 （他制度との併用不可）
申請期限：令和5年7月31日

事業実施完了期限
令和6年2月29日

【備考】
○過去に鳥取市中小企業事業再構築支援事業補助金又は鳥取市新事業展開支援補助金の交付を受けた
事業者は利用できません

○予算の執行状況により交付申請期限を早める場合があります
○事業実施完了期限までに本市へ事業完了報告できる事業が補助対象です
○必ず『申請の手引き』をご確認の上、申請してください

「新規事業分野への進出」の例

☆食料品卸売業者がﾚｽﾄﾗﾝを
整備し、飲食店営業を開始
☆美容室が新たにｴｽﾃｻﾛﾝを開
設
☆木造建築工事業者が、既存設備
を活用し、造園工事業を開始
☆そば屋が新たに寿司店を開業

「販路獲得のための新規手法の
導入」の例

☆ｵﾝﾗｲﾝ内見が可能なｼｽﾃﾑを
導入し、来店せず内見可能にする
☆ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑにより遠隔地の
顧客に対して展示会を定期開催
☆食品加工業者が自社HPにEC
機能を付加し直販を強化する

「新商品・ｻｰﾋﾞｽの開発」の例

☆宿泊業者が人気が高まるｸﾞﾗﾝ
ﾋﾟﾝｸﾞ施設の運営を開始
☆外出機会の減少により需要高
まるｾﾙﾌｹｱ商品を開発
☆中食需要で市場拡大している
冷凍食品の通販商品を開発



鳥取商工会議所報
VOL748.2023.6.15

９

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

中小企業でもできる
事業承継に向けたM&A

和田 誠也 35分 健
康

元大手高級有料老人ホーム
施設長が教える！
介護で仕事を辞めない働き方

岩見 俊哉 70分

持続化補助金セミナー
～経営計画作成のポイント～ 髙坂 竜太 68分 労

務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98分

ビジネスTikTokで潜在顧客を
ファン化して売上アップする 菅野 弘達 29分 法

律
会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします
【3.ハラスメント・労災について】

米澤 章吾 11分

研
修
・
人
材
育
成

事業承継後の後継者必見！
「若手経営者」のための仕事の作法

佐野 由美子 38分
税
務
・
財
務

経
理 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

経営者・管理者が成果を出すための
12の原理原則（6）

片貝 竜也 9分 政
治
経
済

会社のお金の悩み解決講座
第１回 仲光 和之 8分

芸能マネージャーが語る
ハラスメント対策 川瀬 弘世 36分 SDGs入門講座～親子でできる・

家庭でできるSDGs～ 福田 多美子 45分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

NEW

NEW

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

STEP1
商工会議所のHPより
WEBセミナーサイト

にアクセス

STEP２

ＷＥＢセミナーの
バナーを選択します

バナーを選択

※ 様々なジャンルで600タイトル
以上の豊富なセミナー

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

ＷＥＢセミナーの

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

ログインはこちら●●●●●
●●●
●●

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　http://www.tottori-cci.or.jp/

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

お す す め セ ミ ナ ー

令和 5 年 10 月 1 日から導入されるイ
ンボイス制度。対応すべきことが多く、
すぐに準備を始めることが望まれます。
しかし、いつまでに何をすればいいのか、
疑問をお持ちの方がまだまだ多いので
はないでしょうか。失敗しないためのイ
ンボイス制度対応のポイントと、電子帳
簿保存法改正の情報をお伝えします。

税理士　社外参謀
キャッシュフローコーチ ® 塩野 貴之

1 ビジネスマナー基礎講座

タイトル 講師名 時間 内容

一
般
経
営

中小企業でもできる
事業承継に向けたM&A

和田 誠也 35 分

中小企業の後継者不在が深刻な日本。廃業の増加により貴重な雇用や技術
の流出が懸念されています。次世代に上手にバトンを渡すためには、中小
企業を取り巻く環境と事業承継の選択肢についてきちんと理解することが重
要です。最善の承継をするための M＆A のポイントについてお伝えします。

持続化補助金セミナー
～経営計画作成のポイント～ 髙坂 竜太 68 分

“持続化補助金とは？”ウイズコロナに向け、売上を拡大するためにかか
る費用の一部が補助される国の補助金です。経営計画書作成や補助金申請
のポイントを学び、販路開拓や新サービス導入による売上拡大を目指しま
しょう！（公開期限：2024 年 4 月 30 日）

ビジネスTikTokで潜在顧客を
ファン化して売上アップする 菅野 弘達 29 分

コロナ禍が 2 年以上続き、外出がたびたび制限されました。これによっ
てデジタルコンテンツの消費が増加し、その中でもスマホで気軽に見られ
るショート動画が視聴数を伸ばしています。本セミナーでは TikTok をつ
かった動画戦略事例をもとに、集客や販促への活用方法を解説します。

研
修
・
人
材
育
成

事業承継後の後継者必見！
「若手経営者」のための仕事の作法

佐野 由美子 38 分

経営トップは常に周囲から「会社の代表」として見られ、その言動と身だし
なみはそのまま会社の評価、信用に直結します。経営者のマナーや振る舞
いとは何か、知らない方も多いのではないでしょうか。「ここだけは押さえ
たい」基本的かつ重要な対人マナーについて具体的な事例で解説します。

経営者・管理者が成果を出すための
12 の原理原則（6）

片貝 竜也 9 分

数多くの研修を手掛ける講師。研修後に「成果を出せる人」と「成果を出
せない人」がいます。その違いは、研修で学ぶスキル以外の部分、物事や
状況に対する認識と対応の仕方という原理原則にありました。全 12 回で
その原理原則をお伝えします。第 6 回は「成果＝能力×行動」です。

芸能マネージャーが語る
ハラスメント対策 川瀬 弘世 36 分

職場のトラブルの原因となることが多いハラスメント。放置すると信頼喪
失や人材流出につながる可能性があります。特に、意図せずに周囲に不快
感を与える言動もハラスメントと認識されるため注意が必要です。ハラス
メントの種類と対策方法について、事例を交えてお伝えします。

健
康

元大手高級有料老人ホーム
施設長が教える！
介護で仕事を辞めない働き方

岩見 俊哉 70 分

深刻化している高齢化社会の介護問題。現役世代にとっては、介護離職が
原因で収入を絶たれるリスクがつきまといます。企業にとっても、介護を理
由に優秀な人材を手放してしまうことは大きな損失です。仕事を辞めずに介
護を続ける方法を具体的な事例を交えてお伝えします。

労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98 分

入社時に必要な書類とその目的は？ 試用期間についての適切な設定と
は？ 労働時間についての原則や 36 協定とは？ 書類を記入する際の注意
点を、実際の書類を見ながら解説します。従業員が入社する際の業務に向
けて、人事労務の基礎を確認していきましょう。

法
律

会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします

【3. ハラスメント・労災について】
米澤 章吾 11 分

労働問題（解雇・残業・セクハラ・パワハラなどのハラスメント）の企業側
の弁護を担当する講師（労務管理のエキスパート）。セミナー時によく受け
る質問に 3 回シリーズでお答えします。第 3 回目は「パワハラ」「セクハラ
と冤罪」「業務災害」など、ハラスメント・労災についての対応事例です。

税
務
・
財
務

経
理

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92 分

新しく経理を担当される方へ、簿記の基本的な知識や経理実務の流れ、決
算書の読み方についてわかりやすく説明します。すでに経理事務に携わっ
ている方でも再確認がしやすい内容となっています。業務の概要をつかみ、
今後の実務を円滑に進められるようになりたい方は必見です。

会社のお金の悩み解決講座
第 1 回 仲光 和之 8 分

経営の悩みの中でもお金に関するものは尽きることがありません。会社の
お金の流れを見える化するツールを使って、経営者はもちろん全社員が会
社のお金のことを理解して売上アップに取り組める方法を 4 回に分けて
お伝えします。

政
治

経
済

SDGs 入門講座～親子でできる・
家庭でできる SDGs ～ 福田 多美子 45 分

企業に対して SDGs に関するコンサルティングを行っている講師。企業という
立場から SDGs への取り組みを考えた時、自社の業種と SDGs で一体何が
できるのか……どのようにアプローチすれば良いのか……SDGs の取り組み
方について企業だけでなく、家庭でもすぐに実践できるように解説いたします。

2

社会人としておさえておきたいビジネ
スマナー。美しい所作は相手に好感を
持たれるだけでなく、自分の心が整い
仕事への集中力が高まります。言葉遣
いや敬語のルール、訪問時のマナー、
来客応対、電話対応など、社会人に欠
かせない基本的所作をお伝えします。

マナーコンサルタント
アカデミー・なないろスタイル 樋口 智香子

インボイス制度の概要と実務対応　
電子帳簿保存法の改正ポイント

※ 2023 年 4 月の再生回数を集計

N E W

N E W

N E W

税務・財務・経理

月間 視 聴 ラン キング  BEST 2

研修・人材育成

NEW
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搭乗対象期間

受付期間

7/15（土）～10/31（火）
令和5年

勝手丼 アイヌコタン ザンギ さんまんま

阿寒湖のまりも釧路大漁どんぱくタンチョウスパカツ

令和5年令和5年

令和5年

出発分

5/22（月）～10/30（月）

行こうよ
釧路！！

鳥取市 釧路市 姉妹都市提携

全日本空輸株式会社事業協力

1万円助成
お
一
人
様
に
つ
き

航空券往
復鳥取砂丘コナン

空港⇄羽田空港
⇄たんちょう釧

路空港

姉妹都市提携
60周年
を記念して

先着

釧路・阿寒湖観光公式サイト

釧路市の観光情報に
ついてはこちら！
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①鳥取空港の利用を促進する懇話会に加盟する市町村にお住まいの方
※鳥取空港の利用を促進する懇話会加盟市町村
　鳥取市、倉吉市、岩美町、八頭町、智頭町、若桜町、湯梨浜町、三朝町、
　北栄町、琴浦町、香美町、新温泉町

（ご搭乗の例：7月）
行き

利用月／購入日
7月
8月
9月
10月

75日前

5～6万円
5～6万円

7～8万円
6～7万円
6～7万円

8～10万円
6～7万円
6～7万円

9～10万円
9～10万円
8万円
7～8万円

10万円
10～12万円
8～10万円
8～9万円

55日前 45日前 28日前 21日前

鳥取⇒羽田
8：40→9：55
（ANA294便）

11：10→12：45
（ANA741便）

9：55→11：40
（ANA4772便）

13：15→14：30
（ANA295便）

13：25→15：10
（ANA742便）

16：40→17：55
（ANA297便）

羽田⇒釧路 釧路⇒羽田 羽田⇒鳥取
帰り

飛行機を使えば
釧路市まで

約4時間半！

※予定人数に達し次第受付終了します。

鳥取県鳥取市古海620
※営業時間／月曜～金曜8：45～17：00（土日祝日休業）

②鳥取砂丘コナン空港-羽田空港-たんちょう釧路空港便を往復利用される方

姉妹都市提携60周年を記念して、申込先着 限定60名様

お一人様につき航空券往復1万円助成
※他の割引旅行商品や助成制度との併用はできません。
※航空券と宿泊のセット商品は対象となりません。

運賃の目安（令和5年7月～10月の鳥取⇄羽田⇄釧路間大人1名往復航空運賃）

さらにお一人様に
つき往復で

1万円を助成！

助成
対象

予定
人数

助成
金額

ANAセールスパートナー日ノ丸航空（日ノ丸自動車本社2F）購入
場所

ANAセールスパートナー日ノ丸航空窓口にて購入申込書を
ご記入の上、航空券をご購入ください。
※助成適用後の金額で航空券の購入を行います。
※助成対象となるのは本窓口での航空券購入のみです。
　その他の窓口での購入や、ANAウェブサイト等での購入は割引対象となりません。

購入
方法

航空券購入に関するお問合せ

鳥取県鳥取市古海620（日ノ丸自動車本社2F）

営業時間／月曜～金曜8：45～17：00（土日祝日休業）

ANAセールスパートナー日ノ丸航空
TEL／0857-23-3038　FAX／0857-21-3472

主催／鳥取空港の利用を促進する懇話会

搭乗対象期間

受付期間

7/15（土）～10/31（火）
令和5年

令和5年令和5年

令和5年

の出発分

5/22（月）～10/30（月）

行こうよ
釧路！！

JR鳥取駅イオン鳥取店●
鳥取市役所●

吉岡街道

カインズ鳥取FC店● ★

鳥
取
国
体
道
路

千
代
川

日ノ丸本社

●
ヤマダデンキ

29

53

21

292

41 ●トスク本店

◀至米子

▼至岡山
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動 向
 

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
さ
く
ら
設
備

　
鳥
取
市
雲
山
３
３
８

　
代
表
取
締
役
＝
河
﨑
　
秀
樹

◆
㈱
鳥
取
県
情
報
セ
ン
タ
ー

　
鳥
取
市
寺
町
50

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
吉
村
　
文
宏

◆
㈱
エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー

　
鳥
取
市
戎
町
４
７
１

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
佐
武
　
紀
明

◆
㈱
金
居
商
店

　
鳥
取
市
本
町
１
丁
目
２
０
３
―
４

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
金
居
　
洋
子

◆
三
井
住
友
信
託
銀
行
㈱
鳥
取
支
店

　
鳥
取
市
今
町
１
丁
目
１
０
３

　
支
店
長
＝
神
　
啓
壽

◆
Ｒ
Ｉ
Ｃ 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ

　
鳥
取
市
田
島
５
３
７
―
５

　
代
表
＝
田
中
　
仁

◆
富
国
生
命
保
険（
相
）鳥
取
支
社

　
鳥
取
市
扇
町
７
―
１

　
支
社
長
＝
池
田
　
祐
介

◆
日
新
火
災
海
上
保
険
㈱
鳥
取
支
社

　
鳥
取
市
扇
町
７
鳥
取
フ
コ
ク
生
命

駅
前
ビ
ル
３
Ｆ

　
支
社
長
＝
中
田
　
真
司

◆
㈱
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
フ

　
鳥
取
市
吉
方
温
泉
１
丁
目
５
０
９

―
５
　
１
Ｆ

　
代
表
取
締
役
＝
北
村
　
憲
一

◆
大
同
生
命
保
険
㈱
山
陰
支
社
鳥
取

営
業
所

　
鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
５
９
久
本

ビ
ル
４
Ｆ

　
所
長
＝
和
津
田
　
祐
吾

 

【
社
名
変
更
】

◆
㈱
テ
ラ
フ
ァ
ー
マ
→
㈱
鳥
取
大
成

◆
シ
ン
シ
ア
→
㈱
シ
ン
・
シ
ア

 
【
住
所
変
更
】

◆
㈱
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

　
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
１
１
８
　
Ｏ

Ｋ
ビ
ル
１
Ｆ
→
鳥
取
市
末
広
温
泉

町
３
５
２

◆
㈱
ル
ー
ツ

　
鳥
取
市
北
園
１
丁
目
25
→
鳥
取
市

浜
坂
２
１
１
―
17

◆
㈱
ア
ス
コ

　
鳥
取
市
南
吉
方
１
丁
目
73
→
鳥
取

市
千
代
水
２
丁
目
１
２
１
―
２

●
会
員
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習・受験のメリット＞ 
気軽なやり取りから、周囲に一目置かれる表現を使いこなせる英語力や、国際取引に関わる 

者が業務遂行のために理解しておきたい貿易実務の基礎知識などを身につけることができます。 

 

受験申込方法 日商ビジネス英語検定のホームページからお申し込みください。 

※初めての方は、初回登録が必要となります。 

主な対象 英語によるビジネスコミュニケーションの基礎的な能力を身につけたい学生から 

国際ビジネスの第一線で活躍する社会人までどなたでも 

試験方式 インターネット経由で試験を行う IBT（Internet Based Testing）方式 

受験者が所有するパソコンやタブレットを使用した自宅等での受験 

出題方式 ・スピーキング 

・リスニング（択一式） 

・リーディング（択一式） 

出題数 60 問 

試験時間 約 30 分 

判定方法 得点でレベルを判定 

試験日 10 月 15 日（日）／2024 年 2 月 4 日（日） 受験料（税込み） 6，600 円 

 

試験内容の詳細は Web で 

日商ビジネス英語 検 索 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取得のメリット＞ 
社会人必須の論理的思考力、問題解決力の向上に役立ちます。また、企業のシステム開発・ 

改良をはじめ、生産性向上を具現化するデジタル利活用能力を飛躍的に高めることができます。 
 

レベル 出題言語 試験科目 試験時間 受験料（税込み） 

EXPERT C 言語／Java 

VBA／Python から選択 

知識 

実技 

40 分 

40 分 

6,600 円 

STANDARD C 言語／Java 

VBA／Python から選択 

知識 

実技 

30 分 

30 分 

5,500 円 

BASIC 言語によらない 知識 40 分 4,400 円 

ENTRY Scratch 知識 30 分 3,300 円 

 

試験内容の詳細は Web で 

日商プログラミング 検 索 
 

 

 

国際ビジネスの現場で通用する英語力を判定 

日商ビジネス英語 
 
新たな形式・内容で施行する「日商ビジネス英語検定」が 2023 年度から始まります。 
 
 新たにスピーキング・リスニングを導入し、実際のビジネスシーン（電話対応・会議・ 
交渉・接遇等）におけるコミュニケーションツールとして英語力を判定します。 

プログラミングスキル習得を通じて論理的思考力も養う 

日商プログラミング 
 
 情報技術の基盤となるプログラミングスキルと論理的思考力を体系的に習得する 
ことができる試験です。 

＜ビジネス３言語の習得＞ 
「会計」「英語」「IT」はどの業界でも 
通用するビジネスパーソン必須のスキル 

日商簿記 

日商ビジネス英語 

日商プログラミング 

鳥取商工会議所検定担当 
TEL 0857-32-8004 
FAX 0857-22-6939 
http://www.tottori-cci.or.jp/ 

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
け
出
分
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＜学習・受験のメリット＞ 
気軽なやり取りから、周囲に一目置かれる表現を使いこなせる英語力や、国際取引に関わる 

者が業務遂行のために理解しておきたい貿易実務の基礎知識などを身につけることができます。 

 

受験申込方法 日商ビジネス英語検定のホームページからお申し込みください。 

※初めての方は、初回登録が必要となります。 

主な対象 英語によるビジネスコミュニケーションの基礎的な能力を身につけたい学生から 

国際ビジネスの第一線で活躍する社会人までどなたでも 

試験方式 インターネット経由で試験を行う IBT（Internet Based Testing）方式 

受験者が所有するパソコンやタブレットを使用した自宅等での受験 

出題方式 ・スピーキング 

・リスニング（択一式） 

・リーディング（択一式） 

出題数 60 問 

試験時間 約 30 分 

判定方法 得点でレベルを判定 

試験日 10 月 15 日（日）／2024 年 2 月 4 日（日） 受験料（税込み） 6，600 円 

 

試験内容の詳細は Web で 

日商ビジネス英語 検 索 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取得のメリット＞ 
社会人必須の論理的思考力、問題解決力の向上に役立ちます。また、企業のシステム開発・ 

改良をはじめ、生産性向上を具現化するデジタル利活用能力を飛躍的に高めることができます。 
 

レベル 出題言語 試験科目 試験時間 受験料（税込み） 

EXPERT C 言語／Java 

VBA／Python から選択 

知識 

実技 

40 分 

40 分 

6,600 円 

STANDARD C 言語／Java 

VBA／Python から選択 

知識 

実技 

30 分 

30 分 

5,500 円 

BASIC 言語によらない 知識 40 分 4,400 円 

ENTRY Scratch 知識 30 分 3,300 円 

 

試験内容の詳細は Web で 

日商プログラミング 検 索 
 

 

 

国際ビジネスの現場で通用する英語力を判定 

日商ビジネス英語 
 
新たな形式・内容で施行する「日商ビジネス英語検定」が 2023 年度から始まります。 
 
 新たにスピーキング・リスニングを導入し、実際のビジネスシーン（電話対応・会議・ 
交渉・接遇等）におけるコミュニケーションツールとして英語力を判定します。 

プログラミングスキル習得を通じて論理的思考力も養う 

日商プログラミング 
 
 情報技術の基盤となるプログラミングスキルと論理的思考力を体系的に習得する 
ことができる試験です。 

＜ビジネス３言語の習得＞ 
「会計」「英語」「IT」はどの業界でも 
通用するビジネスパーソン必須のスキル 

日商簿記 

日商ビジネス英語 

日商プログラミング 

鳥取商工会議所検定担当 
TEL 0857-32-8004 
FAX 0857-22-6939 
http://www.tottori-cci.or.jp/ 
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293
〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
雨
に
濡
れ
た
紫
陽
花
の
花
色
が
、
こ
と
の
ほ

か
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

と
も
す
れ
ば
雨
空
続
き
で
快
晴
を
心
待
ち
に
し

て
し
ま
う
梅
雨
で
す
が
、
紫
陽
花
は
、
雨
水
の

恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
私
た
ち
も
紫
陽
花
の
よ
う
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
の
活
動
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
5
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
5

類
へ
移
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
本
来
の
よ
う
に

商
工
会
議
所
活
動
も
よ
り
活
発
的
に
事
業
が
出

来
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
端
午
の
節
句
を
前
に
、
鳥
取
市
の
中
心

部
を
流
れ
る
袋
川
の
上
に
、
約
1
0
0
匹
の
鯉

の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
河
川
愛
護
団
体
「
袋
川
を
は

ぐ
く
む
会
」
が
、
県
東
部
青
年
経
済
3
団
体
と

協
力
し
て
ま
ち
な
か
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
り
、
児
童
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
掲
揚
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
が
、
初
夏
の
風

に
吹
か
れ
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
る
姿

は
圧
巻
で
、
写
真
を
撮
る
家
族
連
れ
の
方
も
見

受
け
ら
れ
る
な
ど
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
感
じ

ら
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
5
月
例
会
は
、
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
の

担
当
例
会
で「
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
」

と
題
し
ま
し
て
、
㈱
ま
る
に
わ
　
代
表
取
締
役

齋
藤
浩
文
様
、
中
川
玄
洋
様
に
ご
講
演
の
後
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
㈱
ま
る
に
わ
さ
ん
は
、
中
心
市
街
地
に
お
い

て
、
ま
ち
に
主
体
的
に
関
わ
る
市
民
や
関
係
人

口
を
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
な
が

ら
「
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が
誇
れ
る
ま
ち
を
つ

く
る
」
こ
と
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
斎
藤
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
鳥
取
市
中
心

市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い
て
、
空
き
家
調
査

や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
中
、
今
回
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
説
明
で
は

都
市
部
か
ら
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
人
材
と
地
元

の
若
手
人
材
に
よ
る
融
合
で
遊
休
不
動
産
の
利

活
用
案
を
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
に
検
討
さ
れ
実
案

件
化
さ
れ
た
成
功
事
例
な
ど
と
て
も
興
味
の
あ

る
内
容
に
メ
ン
バ
ー
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
委
員
会
ご
と
の
テ
ー

マ
で
面
白
い
独
創
的
な
中
心
市
街
地
活
性
化
の

ア
イ
デ
ア
が
出
る
な
ど
昨
年
度
鳥
取
市
に
提
言

し
た
袋
川
公
園
計
画
の
事
も
踏
ま
え
な
が
ら
メ

ン
バ
ー
み
ん
な
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
姿
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
指
針
の
中
に
あ
る
「
豊

か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に
創
意
と
工
夫
勇
気
と

情
熱
を
傾
け
よ
う
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
と
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で

も
あ
る
「C

IV
IC

 P
R

ID
E

」
鳥
取
愛
と
誇
り
を

胸
に
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
作
る
た
め
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 6月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報ブランディング委員会
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令
和
5
年
5
月
10
日
（
水
）
に
鳥
取
商
工
会
議
所
5
階
に
て
5
月

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
5
月
例
会
で
は
、
株
式
会
社
ま
る
に
わ
の
齋
藤
浩
文
様
と
中
川
玄

洋
様
を
お
招
き
し
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
」
と
題
し

て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
齋
藤
浩
文
様
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
中
川
玄

洋
様
の
仕
切
り
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
16
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
鳥
取
駅
前
、
袋
川
周
辺
、
鳥
取
市
役
所
跡
地
、
鳥
取
城
跡

の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
賑
わ
い
を
作
る
た
め
に
何
が
し
た
い
か
、
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
を
協
議
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
45
分
ほ
ど
で
し
た
が
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
多
種
多
様
な
お
も
し
ろ

い
ア
イ
デ
ア
が
出
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
ア
イ
デ
ア
の
ま
ま
で

終
わ
ら
せ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
は
、
い

た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
作
れ
る

よ
う
、
1
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
実
現
す
べ
く
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
　
中
﨑 

雄
一

会長挨拶

講演会の様子

５
月
・
ま
ち
な
か
活
性
化
担
当
例
会
開
催

５
月
・
ま
ち
な
か
活
性
化
担
当
例
会
開
催

　
令
和
5
年
4
月
22
日
（
土
）
に
袋
川
の
除
草
作
業
と
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
を

行
い
、
5
月
7
日
（
日
）
に
撤
収
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト

は
「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
と
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
、
鳥
取
青
年
会

議
所
、
東
部
青
年
中
央
会
の
三
青
協
で
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
深

澤
市
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
多
く
の
参
加
者
が
協
力
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
と
も
と
「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
が
袋
川
の
景
観
の

維
持
と
、
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
に
よ
り
地
域
を
明
る
く
し
よ
う
と
企
画
し
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
約
1
0
0
匹
の
鯉
の
ぼ
り
は
ま
ち
の
中
心
を
優
雅
に
泳

ぎ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
は
多
く
の
方
々
に
目
に
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
付
近
の
商
店
街
や
町
内
会
の
方
々
か
ら
「
袋
川
が
き
れ
い

に
な
っ
た
ね
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
各
団
体
が
ま
ち
の
中
心
を
流
れ
る
袋
川
に
誇
り
を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
我
々
は
引
続
き
ま
ち

な
か
の
活
性
化
に
向
け
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
河
田 

圭
太

鯉のぼり撤去作業

集合写真

　    　古田 直起 君
　     （ふるた なおき）
事 業 所 名  ㈱襷プランニング
所属委員会  ビジネス委員会

　    　藤川 誉史 君
　  （ふじかわ たかし）
事 業 所 名  ㈱T‐Connect
所属委員会  鳥取お城委員会

　   　山下 弥生 君
　   （やました やよい）
事 業 所 名  ㈱ＦＭ鳥取
所属委員会  まちなか活性化委員会

　    　西面 崇裕 君
　 （さいめん たかひろ）
事 業 所 名  ㈱鳥取マツダ
所属委員会  45周年企画実行委員会

　    　石井 裕也君
　     （いしい ゆうや）
事 業 所 名  ㈱After Tec
所属委員会  ビジネス委員会

　   　平尾 都幸 君
　    （ひらお つゆき）
事 業 所 名  Ali’s cafe
所属委員会  まちなか活性化委員会

新  入  会  員

　
令
和
5
年
5
月
14
日
（
日
）、
旭
国
際
浜
村
温
泉
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
6
名
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
天
気
も
問
題
な
く
、
他
団
体
の
皆
様
と

親
睦
を
深
め
な
が
ら
気
持
ち
良
く
プ
レ
ー
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

弊
会
の
小
林
隆
一
会
員
が
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
78
の
好
成
績
で
優
勝
い

た
し
ま
し
た
。

　
東
部
青
年
中
央
会
の
皆
様
、
い
つ
も
お
招
き
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
今
年
度
は
、
数
年
ぶ
り
に
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
も
交
え

た
親
睦
コ
ン
ペ
を
企
画
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
な
る
親
睦
を
深
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
　
会
長
　
松
島 

新
太
郎

集合写真

鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会

　 会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

表 彰 式

袋
川
・
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・

　

　
　
　
　
　
　撤
去
作
業
参
加
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 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
雨
に
濡
れ
た
紫
陽
花
の
花
色
が
、
こ
と
の
ほ

か
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

と
も
す
れ
ば
雨
空
続
き
で
快
晴
を
心
待
ち
に
し

て
し
ま
う
梅
雨
で
す
が
、
紫
陽
花
は
、
雨
水
の

恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
私
た
ち
も
紫
陽
花
の
よ
う
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
の
活
動
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
5
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
5

類
へ
移
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
本
来
の
よ
う
に

商
工
会
議
所
活
動
も
よ
り
活
発
的
に
事
業
が
出

来
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
端
午
の
節
句
を
前
に
、
鳥
取
市
の
中
心

部
を
流
れ
る
袋
川
の
上
に
、
約
1
0
0
匹
の
鯉

の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
河
川
愛
護
団
体
「
袋
川
を
は

ぐ
く
む
会
」
が
、
県
東
部
青
年
経
済
3
団
体
と

協
力
し
て
ま
ち
な
か
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
り
、
児
童
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
掲
揚
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
が
、
初
夏
の
風

に
吹
か
れ
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
る
姿

は
圧
巻
で
、
写
真
を
撮
る
家
族
連
れ
の
方
も
見

受
け
ら
れ
る
な
ど
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
感
じ

ら
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
5
月
例
会
は
、
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
の

担
当
例
会
で「
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
」

と
題
し
ま
し
て
、
㈱
ま
る
に
わ
　
代
表
取
締
役

齋
藤
浩
文
様
、
中
川
玄
洋
様
に
ご
講
演
の
後
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
㈱
ま
る
に
わ
さ
ん
は
、
中
心
市
街
地
に
お
い

て
、
ま
ち
に
主
体
的
に
関
わ
る
市
民
や
関
係
人

口
を
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
な
が

ら
「
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が
誇
れ
る
ま
ち
を
つ

く
る
」
こ
と
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
斎
藤
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
鳥
取
市
中
心

市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い
て
、
空
き
家
調
査

や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
中
、
今
回
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
説
明
で
は

都
市
部
か
ら
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
人
材
と
地
元

の
若
手
人
材
に
よ
る
融
合
で
遊
休
不
動
産
の
利

活
用
案
を
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
に
検
討
さ
れ
実
案

件
化
さ
れ
た
成
功
事
例
な
ど
と
て
も
興
味
の
あ

る
内
容
に
メ
ン
バ
ー
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
委
員
会
ご
と
の
テ
ー

マ
で
面
白
い
独
創
的
な
中
心
市
街
地
活
性
化
の

ア
イ
デ
ア
が
出
る
な
ど
昨
年
度
鳥
取
市
に
提
言

し
た
袋
川
公
園
計
画
の
事
も
踏
ま
え
な
が
ら
メ

ン
バ
ー
み
ん
な
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
姿
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
指
針
の
中
に
あ
る
「
豊

か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に
創
意
と
工
夫
勇
気
と

情
熱
を
傾
け
よ
う
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
と
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で

も
あ
る
「C

IV
IC

 P
R

ID
E

」
鳥
取
愛
と
誇
り
を

胸
に
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
作
る
た
め
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
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令
和
5
年
5
月
10
日
（
水
）
に
鳥
取
商
工
会
議
所
5
階
に
て
5
月

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
5
月
例
会
で
は
、
株
式
会
社
ま
る
に
わ
の
齋
藤
浩
文
様
と
中
川
玄

洋
様
を
お
招
き
し
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て
」
と
題
し

て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
齋
藤
浩
文
様
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
中
川
玄

洋
様
の
仕
切
り
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
16
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
鳥
取
駅
前
、
袋
川
周
辺
、
鳥
取
市
役
所
跡
地
、
鳥
取
城
跡

の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
賑
わ
い
を
作
る
た
め
に
何
が
し
た
い
か
、
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
を
協
議
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
45
分
ほ
ど
で
し
た
が
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
多
種
多
様
な
お
も
し
ろ

い
ア
イ
デ
ア
が
出
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
ア
イ
デ
ア
の
ま
ま
で

終
わ
ら
せ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
は
、
い

た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
作
れ
る

よ
う
、
1
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
実
現
す
べ
く
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
　
中
﨑 

雄
一

会長挨拶

講演会の様子

５
月
・
ま
ち
な
か
活
性
化
担
当
例
会
開
催

５
月
・
ま
ち
な
か
活
性
化
担
当
例
会
開
催

　
令
和
5
年
4
月
22
日
（
土
）
に
袋
川
の
除
草
作
業
と
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
を

行
い
、
5
月
7
日
（
日
）
に
撤
収
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト

は
「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
と
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
、
鳥
取
青
年
会

議
所
、
東
部
青
年
中
央
会
の
三
青
協
で
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
深

澤
市
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
多
く
の
参
加
者
が
協
力
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
と
も
と
「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
が
袋
川
の
景
観
の

維
持
と
、
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
に
よ
り
地
域
を
明
る
く
し
よ
う
と
企
画
し
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
約
1
0
0
匹
の
鯉
の
ぼ
り
は
ま
ち
の
中
心
を
優
雅
に
泳

ぎ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
は
多
く
の
方
々
に
目
に
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
付
近
の
商
店
街
や
町
内
会
の
方
々
か
ら
「
袋
川
が
き
れ
い

に
な
っ
た
ね
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
各
団
体
が
ま
ち
の
中
心
を
流
れ
る
袋
川
に
誇
り
を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
我
々
は
引
続
き
ま
ち

な
か
の
活
性
化
に
向
け
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
河
田 

圭
太

鯉のぼり撤去作業

集合写真

　    　古田 直起 君
　     （ふるた なおき）
事 業 所 名  ㈱襷プランニング
所属委員会  ビジネス委員会

　    　藤川 誉史 君
　  （ふじかわ たかし）
事 業 所 名  ㈱T‐Connect
所属委員会  鳥取お城委員会

　   　山下 弥生 君
　   （やました やよい）
事 業 所 名  ㈱ＦＭ鳥取
所属委員会  まちなか活性化委員会

　    　西面 崇裕 君
　 （さいめん たかひろ）
事 業 所 名  ㈱鳥取マツダ
所属委員会  45周年企画実行委員会

　    　石井 裕也君
　     （いしい ゆうや）
事 業 所 名  ㈱After Tec
所属委員会  ビジネス委員会

　   　平尾 都幸 君
　    （ひらお つゆき）
事 業 所 名  Ali’s cafe
所属委員会  まちなか活性化委員会

新  入  会  員

　
令
和
5
年
5
月
14
日
（
日
）、
旭
国
際
浜
村
温
泉
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
6
名
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
天
気
も
問
題
な
く
、
他
団
体
の
皆
様
と

親
睦
を
深
め
な
が
ら
気
持
ち
良
く
プ
レ
ー
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

弊
会
の
小
林
隆
一
会
員
が
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
78
の
好
成
績
で
優
勝
い

た
し
ま
し
た
。

　
東
部
青
年
中
央
会
の
皆
様
、
い
つ
も
お
招
き
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
今
年
度
は
、
数
年
ぶ
り
に
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
も
交
え

た
親
睦
コ
ン
ペ
を
企
画
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
な
る
親
睦
を
深
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
　
会
長
　
松
島 

新
太
郎

集合写真

鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会

　 会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

表 彰 式

袋
川
・
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・

　

　
　
　
　
　
　撤
去
作
業
参
加
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鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
５
月
例

会
を
５
月
17
日
（
水
）、
鳥
取
商
工

会
議
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
今
回
は
当
会

会
員
で
あ
る
、
西
山
睦
深

ヘ
ル
ス
ケ
ア
オ
フ
ィ
ス
の

西
山
睦
深
さ
ん
と
、
㈲
浜

市
の
浜
村
恵
子
さ
ん
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
発
表
さ
れ
た

西
山
さ
ん
は
、
看
護
師
と

し
て
の
ご
経
験
を
生
か

し
、
特
定
保
健
指
導
・
健

康
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
企
業
や
学
校
な
ど
で

健
康
指
導
・
管
理
や
、
健
康
講
演
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
健
全
な
精
神
は
、
健
全
な
肉
体

に
宿
る
』
を
基
本
に
健
康
指
導
を
さ

れ
て
お
り
、
特
定
保
健
指
導
支
援
ス

テ
ー
ジ
改
善
率
67
％
と
い
う
、
驚
異

的
な
実
績
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
お
話
し
の
中
で
は
、
ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
脳
の
変
化
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
次
に
発
表
さ
れ
た
浜
村
恵
子
さ
ん

は
、
大
学
ご
卒
業
後
、
聾
学
校
の
教

師
を
数
年
間
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
の
生
徒
と
の
触
れ
合
い
が
、
そ

の
後
の
人
生
の
原
点
と
な
っ
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
浜
村
さ
ん
は
最
後
に
、「
お
店
を

引
き
継
ぐ
時
、
『
守
る
』
で
は
な
く
、

時
代
に
沿
っ
て
変
化
さ
せ
る
『
保
つ
』

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
。
ま
た
、

自
分
に
と
っ
て
仕
事
は
、
あ
く
ま
で

も
生
活
し
て
い
く
た
め
の
手
段
。
仕

事
以
外
の
こ
と
が
人
生
の
引
き
出
し

を
作
り
出
し
て
い
く
と
思
う
。
だ
か

ら
私
は
、
見
た
い
も
の
は
見
て
、
行

き
た
い
と
こ
ろ
は
行
き
、
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
引
き
出
し
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お

二
方
の
想
い
や
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

2023 ６ JUNE

女性会だより
西
山
睦
深
さ
ん

  

～
５
月
例
会
開
催
～

　 

　
会
員
相
互
の
理
解
を
深
め
る

袋かけをする会員（右）
丸く実った梨の実（下）

　５月10日（水）、鳥取商工会議所女性会メンバーら15名が

ＪＲ鳥取駅前で梨の実に袋かけを行いました。この梨の木は

「名産二十世紀梨を育てる会」が2010年に植樹したものです。

　当日は天気に恵まれ、明るい日差しの中600個余りのまだ青

く小さい実に袋をかけることができました。

　秋の収穫の頃には、大きく甘くみずみずしく実り、観光客や

ＪＲの利用者をはじめとし、多くの方々に美味しく味わってい

ただけることを、今から楽しみにしております。

ＪＲ鳥取駅前の梨の実に袋かけ

浜
村
恵
子
さ
ん

お
二
人
の
話
を
聞
く
会
員
た
ち
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編　集　室
　

◆
５
月
29
日
、
梅
雨
入
り
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
例
年
よ

り
早
い
本
格
的
な
梅
雨
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
で
す
◆
２
０
１
９
年

末
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類

に
引
き
下
が
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
街
中
で
は
マ
ス
ク
を
外
し

て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
で
は
、
マ
ス
ク
・
声
出

し
が
自
由
に
な
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
見
て
平
常
時

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
♪

◆
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
楽

し
ん
で
、
蒸
し
暑
い
梅
雨
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
！�

（
Ａ
）

山
陰
本
線
通
勤
　
　
　
　
　

　
　
定
期
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　
鳥
取
県
東
部
地
域
鉄
道
利
用
促
進

実
行
委
員
会
は
、
山
陰
本
線
通
勤
定

期
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
通
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
▼
期
間
―
２
０
２
４
年
２
月
29
日

（
木
）
ま
で
＊
募
集
は
１
月
末
ま
で

▼
対
象
者
―
新
た
に
山
陰
本
線
に
乗

車
し
て
通
勤
等
を
行
い
、
か
つ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
（
１
カ
月
）
に
協
力

で
き
る
方
※
大
学
・
専
門
学
校
等
へ

通
学
利
用
す
る
者
も
含
む
（
高
校
生

以
下
は
除
く
）
▼
条
件
や
助
成
金
な

ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―

事
務
局

：

鳥
取
県
地
域
づ
く
り
推
進

部
中
山
間
・
地
域
交

通
局
地
域
交
通
政
策

課
（
℡
０
８
５
７
―

26
―
７
１
０
０
）

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
展
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
厚
生
労
働
省
は
今
年
７
月
31
日
現

在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
毎
月

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
展
実
行
委
員

会
（
鳥
取
県
立
博
物
館
、
日
本
海
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱
）
と
読
売
新
聞

社
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
企
画
展

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
１
０
０
年
記
念

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
展
」
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

　
▼
会
期
―
７
月
１
日
（
土
）
～
８

月
27
日
（
日
）
＊
休
館
日
は
会
期
中

の
月
曜
日
（
た
だ
し
、
７
月
17
日
、

８
月
14
日
は
開
館
）
▼
時
間
―
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
会
期
中
の
毎
週

土
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館
。
入

場
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）
▼
会
場

―
鳥
取
県
立
博
物
館
第
１
・
第
２
特

別
展
示
室
▼
入
場
料
―
一
般
８
０
０

円
（
前
売
り
・
20
人
以
上
の
団
体
・

70
歳
以
上
は
６
０
０
円
）
＊
大
学
生

以
下
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
難
病
患

者
の
方
、
要
介
護
者
等
及
び
そ
の
介

護
者
、
学
校
教
育
活
動
の
引
率
者
は

無
料
▼
問
い
合
わ
せ

先
―
鳥
取
県
立
博
物

館
（
℡
０
８
５
７
―

26
―
８
０
４
２
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
　

　
　
特
別
調
査
の
実
施

勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
を
雇
用

し
て
い
る
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る

賃
金
、
労
働
時
間
及
び
労
働
者
数
の

動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
査
結
果
は

小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資
料

と
し
て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
等
に

使
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月

に
か
け
て
県
の
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
調
査
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

厚
生
労
働
省

�

鳥
　
取
　
県

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

６
／
23
㈮

と
っ
と
り
宇
宙
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

25
㈰

第
23
回　

ウ
ク
レ
レ
発
表
会
【
公
開
】

７
／
１
㈯

第
10
回
鳥
取
落
語
会
【
公
開
・
有
料
】

合
唱
練
習

５
㈬

鳥
取
山
草
同
好
会　

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

６
㈭

鳥
取
山
草
同
好
会　

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

７
㈮

鳥
取
山
草
同
好
会　

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

８
㈯

合
唱
練
習

９
㈰

合
唱
練
習

15
㈯

鳥
取
医
療
生
協　

看
護
部
役
職
研
修

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

合
唱
練
習

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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１
　
青
年
部
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会

８
　
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会
・
政
策
提
言
委

員
会
・
総
務
委
員
会

９
　
青
年
部
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
・
広
報

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

10
　
梨
の
木
袋
掛
け
作
業
▽
青
年
部
例
会

11
　
流
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
会
頭
・
副

会
頭
会
議
▽
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
勉
強
会

12
　
観
光
・
交
通
部
会
経
営
塾
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー

15
　
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委

員
会
正
副
委
員
長
会
議
▽
青
年
部
会
員
増

強
委
員
会

16
　
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

17
　
女
性
会
例
会
・
役
員
会

18
　
全
国
商
工
会
議
所
専
務
理
事
・
事
務
局
長

会
議
（
19
日
も
、
宇
都
宮
市
）
▽
運
営
委

員
会

23
　
青
年
部
理
事
会

24
　
県
青
連
定
期
総
会

25
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
青
年
部
45
周
年
企

画
実
行
委
員
会

29
　
女
性
会
釧
路
視
察
研
修
説
明
会
▽
青
年
部

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

30
　
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委

員
会
お
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
▽
青
年

部
鳥
取
市
長
表
敬
訪
問
・
お
城
委
員
会

31
　
工
業
部
会
総
会
、
研
修
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
５
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　７月18日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室

　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）

　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

事業主のみなさまへ

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人マル経融資
　　　　　　　　　　　　　　をご活用ください！

●融資限度額　２，０００万円
●利率　年１．０９％（Ｒ５．６．１現在）
●返済期間・運転資金＝７年以内（据え置き１年以内）

　　　　　・設備資金＝１０年以内（同２年以内）
お問い合わせは

　鳥取商工会議所経営支援一課（☎ 0857−32−8005）へ

まちにやさしく、ひとにやさしく。

日ノ丸産業株式会社
〒680-0845 鳥取市富安２丁目11番地
TEL:0857-23-0291　FAX:0857-27-0316

代表取締役社長　森 下  明 男
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

小林　健
積極的な宣言と実行で、サプライチェーン全体の
「成長」と「分配」の好循環を実現しましょう


